
平成３０年度 学生生活にかかる喫緊の課題に関するセミナー 

性的指向・性自認の多様なあり方の理解増進 

 

(一社)LGBT理解増進会 代表理事 繁内幸治 

 

最近は、本当に『ＬＧＢＴ』という言葉をよく聞くようになりました。しかし、必ずし

も正しい知識が広がっているという状況にはありません。 

また、先駆的に取り組みが進んでいる自治体や企業、学校等も、人権啓発・教育につい

て、LGBT の人権を取り組む上での思想設計に偏りがあるケースもあり、多くのクローゼッ

トの当事者の戸惑いが見受けられます。 

差別を禁止しても差別はなくなりません 。息苦しさの解消ではなく、差別禁止そのもの

が目的になるようなことがないようにすることが肝心です。 

本日は、ＬＧＢＴの基礎知識、現状と課題について、誤解を解きつつ、基本的人権とリ

スクマネジメントの２つの観点から考察し、大学等における取り組み方の方向性について

考えます。 

LGBTについては、基本的には、難しく考え過ぎないことが大事です。性的に

多数者も少数者も当たり前のように存在し、それぞれに尊重されることが最も

大事なことです。 

 
平成 30 年度学生生活にかかる喫緊の課題に関するセミナー 

平成３０年１２月１４日(金)・於東京国際交流館プラザ平成 



 

● 差別を禁止しないといけないくらい世界の状況は厳しい 

 

 

 

● わが国は人権啓発で理解増進を促し、差別の根本的な解消を図る。 
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